
市毅
高萩市市民憲章昭和49年1 1月1日制定

1 自然をたいせつにし.美しいまちをつくりましょう

1きまりを守り.明るいまちをつくりましょう

' 礼儀を正しくし,うるおいのあるまちをつくりましょう

1元気で働き豊かなまちをつくりましょう

1 ．思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう
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▲お手まき会場を清掃
霧、

郷
土
愛
を
は
ぐ
く
む

～
秋
山
中
学
校
生
徒
会
の

校
外
奉
仕
作
業
～

ぐ

〆
二
月
七
日
③
、
秋
山
中
学
校
（
小
川
芳
正
校

長
、
生
徒
数
五
八
二
人
）
で
は
、
全
校
生
徒
が

参
加
し
て
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
校
外

奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
校
外
奉
仕
作
業
は
、
毎
年
一
回
、
生
徒

会
の
行
事
と
し
て
、
学
校
周
辺
の
地
域
、
道
路

お
手
ま
き
会
場
な
ど
の
清
掃
を
学
校
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
先
生
も
「
森
林
や
樹

木
な
ど
の
自
然
や
公
園
地
域
な
ど
を
愛
す
る

と
と
も
に
、
郷
土
愛
を
持
っ
た
人
間
性
を
養
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です



小
学
四
年
生
の
部

ｑ
生
駒
さ
お
り
さ
ん

最優秀賞決まる

毎
年
、
市
と
高
萩
地
区

交
通
安
全
協
会
高
萩
支
部

が
、
市
内
の
各
小
学
校
に

呼
び
か
け
募
集
し
て
い
る

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
入

賞
者
が
、
二
月
二
日
㈲
の

交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
二
九
点
の

力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
四
十

名
が
入
賞
、
そ
の
中
か
ら

次
の
三
名
の
か
た
が
た
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

東
小
沼一三

一一一一一一一一一一一一一一一一一 『一』一一一一一一』一）一一一一一一ー ー

健全な家庭づくり

:､<こ していますか？) ーて

とは，親の共通な願いです。

それには，何といっても家庭の

役割がたいせつ。

ここで{建全な家庭づくりをもう

度見直してみましょう。

へ
》

し
つ
け
、
公
徳
心
は
幼
児
期
に
育
て

ま
し
ょ
う
。
ノ
ー
ポ
イ
運
動
、
親
子
参

加
の
ク
リ
ー
ン
奉
仕
、
社
会
ル
ー
ル
を

守
る
集
い
、
正
し
い
言
葉
、
礼
儀
、
服

お
は
よ
う
ノ
．
た
だ
い
ま
″
お
や
す
み

な
さ
い
〃
あ
い
さ
つ
運
動
、
オ
ア
シ

ス
運
動
な
ど
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

エチケット，

マナー,しつけは

「家庭｣から

子どもはこんな親を求めています

あいさつ運動は

「家庭｣から

○正しく厳しい姿勢と行動をとる親

○子どもに存在意識をもたせる親

○手を放しても目を放さないでくれる親

○子どもを勉強だけで追いつめない親

○遊ぶことで心にゆとりを与えてくれる親

○こずかいの与え方に気配りする親

○何でも金で解決しない親

○子どもの前でお父さん（お母さん）の悪

口を言わない親

○お前はダメだと兄弟と比較しない親

○子どもが悪いことをしたときしかってく

れる親

装
で
マ
ナ
ー
を
良
く
す
る
運
動

い
た
わ
り
励
ま
す
心
、
相
手
の
身
に

な
っ
て
他
人
の
イ
タ
ミ
を
知
る
よ
う
な

小
さ
な
親
切
か
ら
大
き
く
育
て
ま
し
ょ

う
。
親
切
運
動
、
お
年
寄
り
、
体
の
不

自
由
な
人
へ
の
い
た
わ
り
運
動

ほめよう上
手
に
ほ
め
て
、
上
手
に
し
か
る
。

（
》

しかろう

｢家庭｣かE

明るい社会は

まず明るい

「家庭｣から

、

、

、

善
悪
の
ケ
ジ
メ
を
し
っ
か
り
と
、
家
庭
窪

か
ら
地
域
ぐ
る
み
へ
進
め
ま
し
ょ
う
。

愛
の
一
声
運
動
、
他
人
の
子
ど
も
も
し

か
る
運
動
、
子
ど
も
善
行
運
動

家
事
家
業
の
手
伝
い
な
ど
、
役
割
を

与
え
、
責
任
と
自
立
心
を
育
て
ま
し
ょ

う
。
一
人
一
役
運
動
、
親
子
で
手
造
り
、

大
工
、
工
作

自
分
で
朝
起
き
で
き
る
よ
う
、
早
寝

早
起
き
の
習
慣
で
、
快
調
で
元
気
な
体

に
育
て
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
を
思
い
き

り
遊
ば
せ
る
運
動
、
姿
勢
を
正
し
く
す

る
運
動
、
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
す
す
め
。

お
金
や
も
の
の
価
値
を
正
し
く
理
解

さ
せ
る
。
こ
ず
か
い
は
良
識
を
も
っ
て

●
○
●

与
え
、
使
い
方
を
教
え
る
。
が
ま
ん
す

子どもの

役割意識は

「家庭｣から

理
健康づくりは

「家庭｣から

物を大切にする

雪|員は

「家庭｣から

ﾐらZ

鋤



＆
小
学
六
年
生
の
部

ｑ
杉
山
貴
博
く
ん
（
松
岡
小
）

小
学
五
年
生
の
部

卦
落
合
友
子
さ
ん
（
東
小
）

庫で
摩蜜
錘嘩 〃

“､翰
驚.忠:鴬

撤働
新入学(園)児の交通安全 る

心
、
物
に
対
す
る
愛
情
、
思
い
や
り

の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
銀
行

運
動
、
資
源
を
大
切
に
す
る
運
動
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
農
園
、
勤
労
体
験
旅
行
、
身

の
回
り
公
共
物
等
大
切
に
す
る
運
動

;蕊吏通園、通学路を
点検しましょう墨

卦点 検 表し
テレビなど

お子さんは，横断歩道や信号機の意味を理解していますか
上手に見せよう

「家庭｣かE
‐

横断するのに危険な大通りはないですか。

せまい道から広い道へ出るのに，見とおしの悪いところはないですか

常に駐車車両や,放置物件などがあり，歩行者の障害となっているところはないですか。

乳
幼
児
の
テ
レ
ビ
漬
け
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
見
る
な
と
い
う
よ
り
見
せ
る
工

夫
を
。
視
聴
時
間
を
き
め
る
。
家
庭
の

日
の
ノ
ー
テ
レ
ビ
運
動
、
良
い
番
組
の

推
奨
、
テ
レ
ビ
利
用
座
談
会
、
発
表
会

墨
さあ，今度は，実

際の道路での，交通

訓練です。

下の絵のように，その場その場での，具体的な指導が大切です。

道路に駐車

があるとき
とくに，道路の渡り方を

指導する時は，横断する

前に必ず一時停止し，左

右の安全を確かめてから

渡る習慣を体で覚えさせ

てください。

否等を考え，安全な横断

対話のすすめは会

「家庭｣から発
表
会

また，横断するのに危険な通りでは，横断施設や見通しの良否等を考え，

家
庭
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
か
ら

の
最
初
の
人
間
社
会
で
す
。
家
庭
は
や

す
ら
ぎ
の
場
で
あ
り
、
心
の
ふ
れ
あ
う

場
と
し
て
親
子
の
対
話
を
中
心
に
す
す

め
ま
し
ょ
う
。
家
庭
の
日
の
励
行
、
親

子
の
集
い
、
親
子
料
理
教
室
、
三
世
代

の
集
い
。

場所を具体的に決めてみてはいかがでしょう。 こ
何

そして何より大切なのは，交通計||練の指導者である ま

お母さんがたが，正しい交通ルールを身につけ，良い

お手本となることです。

れ
Ｆ

ー

(お子さんは， お母さんや周りの大人の行動に注目しています｡）

、

『交通訓練｣それは、どんな高価な品

物にもまさる入学祝い恋す。 〃＝ 墨 子が見てる

親の姿は

「家庭｣から

妄

ノ

春の交通安全運動は

4月6日(日)から4月15日(火)までです

子
育
て
を
親
の
都
合
に
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
は
日
常
の
家
庭
生

活
の
な
か
で
、
親
の
姿
を
見
な
が
ら
体

験
を
通
し
て
学
ん
で
い
く
も
の
で
あ
り
、

親
の
子
育
て
の
姿
勢
に
よ
っ
て
き
ま
る

も
の
と
い
え
ま
す
。

（ 1昭和61年度新入学(園)児予定数調べ 高
萩
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
〉

高
萩
市
教
育
委
員
会
内

云
二
三
’
二
一
二
内
線
四
七

2月1日現在 高萩小学校

秋山小学校

松岡小学校

東小学校

君田小学校

横川小学校

計

150名

154名

75名

117名

3名

2名

501名

第1幼稚園

秋山幼稚園

東幼稚園

松岡幼稚園

計

名
名
名
名
名

６
７
９
４
６

８
２
６
５
３

１

３

3



受
付
期
間
三
月
十
二
日
㈱
か
ら

四
月
五
日
山
ま
で

募
集
住
宅
（
昭
和
六
十
年
度
建
設
）

○
高
浜
第
二
住
宅
第
一
種
住
宅

十
二
戸
（
中
層
耐
火
三
階
建
、
物
置
付
）

○
高
浜
住
宅
第
一
種
住
宅

三
十
戸
（
中
層
耐
火
五
階
建
、
物
置
付
）

家
賃
三
万
円

敷
金
家
賃
の
三
か
月
分

入
居
予
定
六
月

申
込
場
所
建
設
課
（
市
役
所
第
三
庁

舎
、
一
階
）

申
込
資
格

○
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
、
勤
務
先

が
あ
り
、
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人

付置図

高浜第二

高 浜

四
十
に
肝
削
を
募
集
し
ま
す
〃
．

○
現
に
同
居
、
ま
た
は
、
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を

し
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
が
あ
る
人
、
そ
の
他

婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
。
）
が
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
六
十
歳
（
女
子

に
つ
い
て
は
五
十
歳
）
以
上
の
人
、

身
体
障
害
者
で
一
級
か
ら
四
級
ま

で
の
人
等
に
あ
っ
て
は
こ
の
限
り

で
な
い
。

○
収
入
基
準
に
該
当
し
、
独
立
し
て

生
計
を
営
む
人

○
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
へ

壷
二
三
’
二
二
一
内
線
四
○
二

年収換算表

給与所得者1人の場合

税込年収（円）

ー

収入基準

（所得）

扶 養 親 族
区分

1 人 2 人 4 人 5 人 6 人0 人 3 人

第
１
種

141,000

1

87，001

2,655,999 ９
０

９
０

９
０

９

勺

７
～
４

６
４

Ｏ
ｊ

３
２

3,459,999 ９
０

９
０

９
０

９

？

３
～
２

２
７

８
９

９

９

３
２

９
０

９
０

９
０

９

９

３
～
６

８
７

１
３

７

７

４
３

4，547，999 ９
０

９
０

９
０

９

Ｌ
～
０

１
０

９
〕

４
４1,728,000 2.556,000 3,740,000

網＆矛侭》州ハ》畳２ハ齢睦》》公、逝狩畳睦群碑岱燈路子ｖＱＭ》矛心》鵠睦》《岱躍牙鋒畳牙一畳》唖必畏一瞬を侭》》晒凸》》Ｍ》》恥〉逝踊咄》器《§か＆か畳吻§》公鐇鋸恐歯牙弼趣か侭牙齢轟器凸必岱弦瓜趣鉛托や晒蝿必公蟠遊侭遊《母か“＆雑必砕》Ｍ

(8) 職員手当の状況 支 給 総 額

職員1人当たり支給年額

支 給 総 額

職員1人当たり支給年額

29,006千円
259千円

59年度

堅
《
１
Ｊ

古
厄 萩 市 国 時間外

勤務手当(60年度支給割合）

期末手当

6月期 1．4月分

12月期 1．9月分

3月期 0.5月分

計 3．8月分

(60年度支給害ll合）

期末手当

6月期 1，4月分

12月期 1．9月分

3月期 0．5月分

計 3.8月分

39,035千円

320千円
58年度勤勉手当

0.5月分

0．6月分

1.1月分

勤勉手当

0，5月分

0.6月分

1､1月分

期末手当

勤勉手当 (60年4月1日現在）

容 国の制度との異同区分 内

配偶者

配偶者以外の扶養親族

その他の扶養親族

〈
》 (支給率） 自己都合勧奨‘定年

勤続20年 21.0月分34.65月分

勤続25年28.375月分44.55月分

勤続35年48.125月分63.525月分

最高限度額60,0月分63.525月分

(支給率） 自己都合勧奨・定年

勤続20年21.0月分28.875月分

勤続25年33.75月分44.55月分

勤続35年47．5月分62．7 月分

最高限度額60.0月分62.7月分

扶養手当 同

家
家

持
借住居手当 〃

退職手当
交通機関の利用者

自転車等の交通用具使用者
通勤手当 〃

その他の加算措置

定年前早期退職特別措置

（2％～20%加算）

退職時 l号俸

その他の加算措置

附加給付0.07

退職時 l号俸

特別昇給

(9) 特別職の報酬等の状況(60年4月1日現在）

区 分 給料 月 額等

市 長

助 役

収入役

645,000円

530,000円

480，000円

○退職手当の支給率は，昭和60年4月1日現在のものです。

○本市は，茨城県市町村総合事務組合(県内全市町村で構成)に加

入しているので， 当該組合の退職手当条例の規定により，退職
手当が支給されます。従って県内全市町村の支給率は|司率です。

給
料

320， ()00円

290，000円

270,000円

議 長

副議長

議 員

報
酬種

19．5％

61,016円

13

全 職区 分

職員全体に占める手当支給職員の害||合

支給対象職員1人当たり平均支給年額

手当の種類 （手当数）

」
』

(60年度支給割合）

6月期

12月期、

3月期

計

分
分
分
分

月
月
月
月

４
９
５
８

市 長

助 役

収入役

１
１
０
３

特殊勤務

手 当

(59年度）
期
末
手
当

市税事務，社会福祉業務，

火葬場業務,国民年金業務，

交通安全指導業務

支給額の多い手当代表的な

手当の名

称

(60年度支給割合）

6月期

12月期

3月期

計

分
分
分
分

月
月
月
月

４
９
５
８

多くの職員に支給

されている手当

議 長

副議長

議 員

１
１
０
３

4



国民健康保険証の検認を実施します 平面図高浜第二
F蒜司蚕言『

現在使用されている国民健康保険の被

保険者証の内容を確認するため，別表の

日程で検認を行います。保険証を持参の

上，必ず検認を受けてください。

この検認を受けませんと， 4月1日（火）

以降保険証の使用ができなくなりますの

で， ご注意ください。

空

巽皇蕊
和室和室 6曇エ

抑

脳.段

割

｣ﾘｰｽ|ツ Rn

台所永

食躯至

洋

和室’ 6垂

(別表）

該当地区時 場 所日 一当

横川,大金田,持山,≦小山横川老人クラブ集会所9:30～10:00

IL 'Y｣",=-下君田にこにこクラブ集会所 F君田，柳沢10:20～10:50

11:20～12:00 上君田全域大荷田上君田生活改善センター

若栗公民館 若栗全域3月20日(木） 13:00～13:20

13:50～14:20 1大能生活改善センター 大能全域

文添全域鈴木義康氏宅14:30～14:40

中戸川公民館 中戸川,米平,烏曽根,田代15:20～15:40
）
》

高戸,赤浜,上手綱,下手綱3月24日(月）

高浜町,有明町,肥前町,東本町3月25日(火）

市役所1階保険年金課 大和町，春日町，本町3月26日(洲 8:30～17:00

安良川．高萩，石滝3月27日(木）

島名，秋山，福平3月28日③

※詳しくは，保険年金課へ

冠23-2111 内線234 しＪＴＪ

〃一二 －

錨e…鉛却錨e叙… ○八●
●v●

(5) 職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況(60年4月1日現在）

職員給与等の状況 経験年数20年

該当者なし

247,700円

該当者なし

経験年数15年

239,200円

217,500円

193,800円

経験年数10年

196,600円

181,500円

該当者なし

区 分

僖篝一般行政幟

技能労務職 高校卒

一般行政幟(1) 人件費の状況（普通会計決算）

(参考)58年度

の人件費率

住民基本台帳

人口(年度末）

歳出額

A

人件費

B

ﾍ件費尋

(B/A)
実質収支区分

○経験年数とは， 卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場

合は，採用後の年数をいいます。

(6) 一般行政職の等級別職員数の状況(60年4月1日現在）

60．3．31

34．290人
千円

6,810,411

千円

240.026

千円

1,602,977

％％

23．5
59年度

25．1

○人件費には，特別職に支給される給料，報酬等を含みます《

(2) 職員給与費の状況（普通会計予算）

ー

5等級' 6等級' 7等級' 8等級
3 1 4 1 5 1 6

区｜ 国 | '等級| 2等級| 3等級
分 高萩市| | - | l

4等級

2

三 L

同I

主事補

技手

主事

技師

部長

参事

係長

主任

給 与 費

給料 ｜職員手当|期末勤勉手当｜ 計B

標準的な

職務内容

課長

副参事

1人当たり給

与費(B/A)

職員数

A
主幹区分

J
人I 人

千円

801.326

千円

99，788

千円

1,236,257

千円

335,143

千円

4.107

職員数ノ、

301
60年度 47

局内

イ0 45 11 11 19912

％

戸F

0．0

％

36．7

％

22．6

％

23．6

先

100

光
司
１６

構成比○職員手当には退職手当を含みません。

○給与費は当初予算に計上した額です。

(3) 職員の平均給料月額､平均給与月額及び平均年齢の状況(60年4月1日現在）

5．5

1年前の

構成比

％

7．2

％

34．9

％

4.1

ｿ6

100一
参
幸
喝

22．625．16．］

％

血

5年前の

構成比

％

8．5

％

4．5

％

26．6

％

31．2

％

9．1

一般行 政職

平均給料月額|平均給与月額|平均年齢

技能労務職

平均給料月額|平均給与月額|平均年齢

％

20．1区分
●

○高萩市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数で~j

o標準的な職務内容とは,それぞれの等級に該当する代表的な職名です

(7) 昇給期間短縮の状況

歳歳 円

171,428

円

185,284

円

238,283

円

267,685

ユーヰー÷＝

｢旨]秋巾
40．238．8

／
歳円

219.097

歳 門

198.533
国

39．8 47，4 一般行政職

223人

分区

貝 数 (A)職
(4) 職員の初任給の状況(60年4月1日現在）

普通昇給期間(12-24月）を短縮し

て昇給した職員数 (B)
59年度 11 ノ古

司

一
ｒ
ｌ 萩 市 国

区 分 採用2年経過日

給 料 額

採用2年経過日

給 料 額
(B)/(A)

# (A)

％
人

９
６

．
２

４
２

率
一
員

比
一
職

初任給央定初任給

-鵬榊職隠
技能労務職|高校卒

一般行政職
円
円
円

、
叩
〕
ｎ
Ⅱ
〉
八
Ⅱ
〕

ｎ
Ⅱ
〕
ｎ
叩
ｖ
ハ
Ⅱ
ｖ

戸
●
ｈ
Ｕ
戸
●
ｎ
Ｊ
ｎ
ノ
ピ

７
？
今

ハ
Ⅱ
〕
庁
ｊ
Ⅱ
庁
Ｊ
１

の
〃
白
ｎ
Ⅱ
〕
ｎ
『
Ｊ

１
１

円
円
円

０
０
０

０
０
０

Ｊ
５
５

６
０
４

４
２
０

１
１
１

円
円
円

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ⅲ
Ｕ

ｎ
Ｕ
八
Ｕ
ｎ
Ｕ

Ｐ
ｈ
Ｕ
ワ
』
庁
ｊ
Ｉ

７
９
９

【
７
１
八
Ⅱ
》
ｎ
尺
〕

ｎ
Ｕ
八
ｕ
Ｊ
ｎ
Ｈ
）

ｑ
ｌ
Ｌ 118,800円

96,600円

94,200円

普通昇給期間(12-24月）を短縮し

て昇給した職員数 (B)
15 ノ58年度

6．6 ％率 (B)/(A)比
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お年寄りのための料理教窒

－石滝老人クラブー

料
理
は
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、

作
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

料
理
を
し
な
が
ら
指
先
を
動

か
す
こ
と
は
、
ボ
ケ
の
予
防
に

も
な
り
ま
す
。

石
滝
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長
、

柴
田
正
巳
さ
ん
）
で
は
、
こ
の

ほ
ど
栄
養
士
さ
ん
や
保
健
婦
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
お
年
寄

り
の
た
め
の
料
理
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
手

軽
に
で
き
、
し
か
も
減
塩
で
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
和

）
~、〆

風
料
理
を
中
心
と
し
た
献
立
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
は
、
あ
ま
り
料
理
に

は
手
を
出
さ
な
い
と
言
い
な
が

ら
も
、
さ
す
が
に
熟
年
の
腕
、

包
丁
さ
ば
き
も
軽
や
か
で
す
。

料
理
で
か
ら
だ
を
動
か
し
た

あ
と
の
食
事
は
、
ま
た
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

塞
驚

り
の
知
恵

経
験
を
生

ごゴ

蔦

評幾“ 篭

蝿薙蕊

と
二
月
十
五
日
由
と
十
六
日
日

イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
高
萩
店
で
、

お
年
寄
り
の
手
づ
く
り
品
即
売

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ほ
う
き
や
花
か
ご
な
ど
の
竹

細
工
の
ほ
か
、
手
芸
品
、
薬
草
、

農
産
物
な
ど
お
年
寄
り
の
豊
富

な
知
恵
と
経
験
を
生
か
し
た
手

づ
く
り
品
が
、
千
点
以
上
出
品

さ
れ
、
開
店
と
同
時
に
た
く
さ

ん
の
人
が
お
し
寄
せ
て
、
大
好

評
で
し
た
。し

▲楽しみながら、おいしい料理が

できあがります
_ﾉ、ー

〈
）

Ⅲll l l l l lⅡlⅢⅡⅢlilⅡ1 1 11Ⅱ1 1Ⅱl l1 1 11 1 Ii ll ll l ll l l l l l l l l l l l l lⅡl l l lⅡl l l I l l l l l llⅡl l l lI l lil lI l l ll l lⅡll ll l ll l l ll l lIⅡI l l Il l l l lll lⅡl l lll lⅡl lI l l lI ll l l l l l ll l l l l l lⅡⅢ1 1Ⅱl l l l ll l l l l lI l l Il lⅡl l l l l llⅡⅡll l l l l l ll l ll l lll lI l l ll lll l11 1Ⅱ1 1 1ⅡlⅡ1 11 1川1 1 1Ⅱl

クイズたかはぎあれこれ半クイズたかはぎあれこれ

2月号の答え……･…”3， 193．79肺

高萩市の総面積は, 193,79kI'fあり，茨城県内で

は，大子町に次いで2番めの広さを有しています。

呼
”
、
が
在
次
州
町
“
“
が
紹
士
紹
だ

と
Ｈ
木
現
は
灘
我
ゆ
Ⅷ
は
で
Ｊ
を
く

溥
唖
趣
忍
・
趣
Ｈ
壺
三
左
己
》
承
好
一
燕
鴎
壺
姉
理
口
己

街
、
や
の
。
い
ゞ
係
４
｝
狩
広
し

浜
一
塚
も
す
“
い
Ｆ
聴
報
ｆ
が
お

前
Ｉ
里
る
ま
Ⅱ
Ⅶ
ぶ
：
広
市
Ｊ
答
て

轆
量
一
津
許
腰
錘
＆
か
Ｈ
一
三
藍
口
一
局
壺
騨
一
一
一
旦
癖
ｍ
口
傘
函
薙
嘩
一
“
《
》

の
心
だ
と
れ
制
一
、
〆
？
“
》
弾
課
名
鈎
題
あ
《
“
”

／
Ｉ
、
」
で
る
を
さ
畦
斑
動
１
”
秘
出
，
〕
“

道
道
図
り
海
《
杉
乃
活
〃
Ｉ
弘
〆
ら
：

海
？
蕊
《
を
残
保
群
卿
弓
爺
掴
垂
？
Ⅶ
汀
民
肴
．
．
溌
篭
三
淀
ゞ
記

蟻
鐵
＆
蕊
茗
壕
鴬
一
の
三
必
綴
蕊
講
解
巍
韓
ズ
奮
鷺
”
》
《

岩
嘔
の
の
斑
巌
宮
髭
求
》
，
麗
溌
？
イ
ま

甑
蕊
人
こ
大
”
一
に
幡
の
二
は
。
蔑
峠
“
ク
リ

以
・
娠
旅
・
て
州
都
八
社
永
た
い
蹴
〆
る
あ
〃

唖

鋤

ユ

Ｊ

叫

率

一

簿

》

上

豆

蜘

》

溌

輝

壷

蟻

鋸

繍

蝉

一

五

ご

通
“
か
道
い
悠
謬
．
・
Ｊ
か
せ
を
睦
談
な

駆
戸
の
て
寡
流
１
２
『
３
わ
ら
鍬
嵩
う

嘩
錘
通
い
戦
壁
三
■
一
Ｆ
Ｊ
ふ
鼠
誕
簿
蕊
患

今
髄
こ
け
指
垂
課
う
・
趣
：
答
で
蝿
ま
す
い
）

“
ば
設
吏
あ
き
“
鞭
介
さ

ク
イ
〆
の
正
解
壱

統
計
事
務
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
市
の
人
口
や
面
積
な
ど
は

得
意
の
分
野
で
す
。

ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
は
大
好

き
。
今
度
は
、
問
題
も
考
え
て
み

よ
う
か
な
。

山出勝子
当ノ

ご／し

(高浜町） 〃建曾
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手づくり品即売会



住みよいまちづ<Uを

めざして一」

回ボランティア交流会～第～

｜
月
二
十
四
日
悶
、
文
化
会
館
で
、
市
内
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
相
互
交
流
と
活
動
上
の
諸
問
題
を
話
し
合
う
、
第
一
一
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
高
萩
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
、
市
民

等
約
九
十
名
が
参
加
、
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ

ン
タ
ー
）
か
ら
講
師
に
稲
野
辺
正
男
氏
を
招
き
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
と
意

義
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
講
演
や
話
し
合
い
、
映
画
な
ど
、
豊
か
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
熱
気
に
満
ち
た
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。口

あ
な
た
も

ポ
ラ
ン
ー
ア
ィ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
九
か

▲市内のボランテイアが一堂に会し

熱心な交流会になﾚﾉました
）
一
》

七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
に
、
手
づ
く
り
の
食
事
を
毎
月

一
回
届
け
て
い
ま
す
。

・
毎
月
第
三
水
曜
日

高
萩
市
に
は
、
現
在
次
の
八
つ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
一
～
二
回
の
集
ま
り
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
有
意
義
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
の

時
間
、
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
／

高
萩
食
事
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

・
場
所
中
央
公
民
館

点
訳
活
動
、
点
字
を
通
じ
て
視
覚
障

害
者
と
の
交
流

・
毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日

・
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー

・
会
員
数
十
九
名

・
代
表
者
五
味
タ
ミ
子
（
安
良
川
）

盆
二
三
’
四
五
七
三

在
宅
の
ね
た
き
り
老
人
、
園
生
（
愛

正
園
）
の
入
浴
の
際
の
着
が
え
の
介
助

・
毎
月
第
二
、
第
四
火
曜
日

・
場
所
愛
正
園

・
会
員
数
十
三
名

・
代
表
者
中
尾
奈
美
子
（
下
手
綱
）

念
二
三
’
五
一
三
二

た
か
は
ぎ
点
訳
友
の
会

高
萩
入
浴
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

市
報
の
読
み
間
か
せ
サ
ー
ビ
ス
、
施

設
の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
伺
允
当
里
早
圭
豆
白
ル
ー
乃
一
史
古
川

視
覚
障
害
者
と
の
交
流

高
萩
読
み
間
か
せ
グ
ル
ー
プ

・
会
員
数
八
名

・
代
表
者
飯
島
勝
枝
（
大
和
町
）

壷
二
二
’
二
二
三
五

・
会
員
数
二
十
二
名

・
代
表
者
渡
辺
凱
代
（
安
良
川
）

念
二
二
’
三
五
八
七

毎
月
六
日
へ
第
四
木
曜
日

場
所
中
央
公
民
館

ー

．~.. ㎡･ﾏ ｰ･両'....、.

踊
り
を
通
し
て
、
お
年
寄
り
、
身

体
の
不
自
由
な
か
た
、
施
設
入
所

者
の
か
た
が
た
と
の

交
流
グ
ル
ー
プ

○
高
萩
市
日
舞
愛
好
会

会
員
数
六
十
九
名

代
表
者
吉
田
千
代
乃
（
上
手
綱
）

壷
二
三
’
四
三
四
五

，

．

ｒ

殉

ｐ

ｑ
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・

■
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，
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Ｌ

４
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ｆ

咄

ｑ

、

Ｊ

１

■

１

口

Ｊ

Ｌ

．

Ｊ

も

．

．

。

ｒ

ロ

マ

ー

，

ｆ
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．

．

■

，
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殆
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．

ｒ

◇
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ｒ
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ロ
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“
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、
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日

Ｊ

Ｌ

ｑ

ｐ

ｒ

■

ｑ

’
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■

Ｌ

，

。

■

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
内
社
会
〉

福
祉
協
議
会
垂
一
三
’
二
一
二
》

（
内
線
一
二
五
四
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
》

ノ
“
、
揮
牛
さ
い
Ｏ

》

：
ｉ
；
鷹
く
雌
く
鷹
蝋
鴨
く
鳴
く
～
…
；
ｉ
く
噂
：
；
驚
畿
：
参
…
く
翁
“
て

高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル

手
話
に
よ
る
聴
覚
障
害
者
と
の
交
流

・
毎
週
水
曜
日

・
場
所
勤
労
吉
少
年
ホ
ー
ム

・
会
員
数
十
九
名

・
代
表
者
小
宅
誠
（
高
浜
町
）

念
二
三
’
二
二
六
九

○
こ
ま
ど
り
日
舞
愛
好
会

会
員
数
十
五
名

代
表
者
古
張
昭
三
（
高
萩
）

念
二
三
’
四
七
三
○

○
高
萩
日
舞
会

会
員
数
十
一
名

代
表
者
丹
た
ま
（
安
良
川
）

念
二
二
’
二
○
八
九



●
・
・
イ
タ
リ
ア
の
料
理
文
化
．
。
●
ｊ槁寄

渡
辺
凱
代
さ
ん
く

く
女
性
が
多
い
国
の
割
に
は
出
来
合
い

大
切
に
す
る
手
作
り
の
味

の
食
品
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

イ
タ
リ
ア
人
の
、
開
放
的
で
楽
し
い
れ
は
、
一
般
の
勤
労
者
の
昼
休
み
が
三

反
面
、
頑
固
で
生
一
本
と
い
う
国
民
性
時
間
か
ら
四
時
間
あ
り
、
公
務
員
な
ど

は
、
国
の
統
一
を
妨
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
に
就
労
時
間
は
午
前
中
だ
け
と

の
か
わ
り
多
様
で
地
方
色
豊
か
な
文
化
い
う
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
手
作
り
の

を
発
達
さ
せ
ま
し
た
。
料
理
に
取
り
組
め
る
社
会
背
景
が
あ
る

料
理
の
上
に
も
そ
れ
は
反
映
し
て
、
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

イ
タ
リ
ア
人
の
多
く
は
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
を
好
ま
ず
、
か
た
く
な
に
自
分
の
味
地
方
色
豊
か
な
イ
タ
リ
ア
料
理

我
が
家
の
味
に
固
執
し
、
そ
れ
に
誇
り
こ
の
国
の
料
理
の
特
色
と
言
え
ば
、

を
持
っ
て
い
ま
す
。
四
十
五
日
の
在
伊
画
一
的
な
イ
タ
リ
ア
料
理
と
い
っ
た
も

中
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
外
食
産
業
の
話
の
は
な
く
、
地
方
色
の
濃
い
点
が
あ
げ

は
な
く
、
食
品
店
を
の
ぞ
い
て
も
、
働
ら
れ
ま
す
。
百
余
年
前
ま
で
は
、
そ
れ

百
余
年
前
ま
で
は
、
そ
れ

▲ポンペイの粉ひき器の前にて

ぞ
れ
の
地
方
は
独
立
し
た

国
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、

私
た
ち
日
本
人
の
観
念
で

は
推
し
量
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

ミ
ラ
ノ
地
方
は

フ
ラ
ン
ス
風

北
部
の
ミ
ラ
ノ
地
方
は

バ
タ
ー
を
た
っ
ぷ
り
使
う

「
フ
ァ
ッ
、
ン
ヨ
ン
仏
も
こ
こ

で
生
ま
れ
る
。
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
町
を
歩
く

人
々
の
姿
は
ス
タ
イ
ル
ブ

ッ
ク
か
ら
抜
け
出
て
来
た

か
と
思
え
る
ほ
ど
シ
ッ
ゼ

フ
ラ
ン
ス
風

ー

… … 》》》》《一》唖心 三 …
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一
月
二
十
八
日
㈹
か
ら
二
月
二
日
㈲
の
六
日

間
、
中
央
公
民
館
で
「
手
づ
く
り
年
賀
状
展
」

が
開
か
れ
、
約
千
人
を
数
え
る
入
場
者
で
大
好

評
で
し
た
。
会
場
に
は
、
児
童
や
一
般
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
約
千
七
百
枚
も
の
年
賀
状
が
展
示
さ

れ
、
楽
し
い
年
賀
状
展
に
な
り
ま
し
た
。

大
好
評
の
手
づ
く
り
年
賀
状
展

’

〈
）

二
月
八
日
由
、
大
和
町
児
童
公
園
で
、
烏
追

い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
豊
か
な
楽
し
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
が
三
回
目
、

約
百
五
十
人
が
参
加
し
て
、
お
い
し
い
田
楽
や

卦
甘
酒
に
、
舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

鳥
追
い
で
楽
し
い
地
域
づ
く
り

F可

事故追放を願い豆まき

2月2日(日)，文化会館で,「交通安全市

民のつどい」 と 「交通安全豆まき大会」

が盛大に行われました。

交通安全の功労者， ポスターコンクー

ルの表彰式が行われたあと，事故追放を

願って力強い豆まきをしました。

’

S



〆
で
お
し
や
れ
、
料
理
の
味
も
盛
り
つ
け

も
ス
マ
ー
ト
で
し
た
。

ベ
ネ
チ
ア
の
魚
貝
類

水
の
都
で
知
ら
れ
る
ベ
ネ
チ
ア
地
方

の
主
体
は
、
何
と
い
っ
て
も
魚
貝
類
、

ア
ド
リ
ア
海
か
ら
と
り
た
て
の
豊
富
な

材
料
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
中
に
並
べ
、
好

き
な
材
料
を
好
き
な
よ
う
に
調
理
し
て

く
れ
ま
す
。

ス
パ
ゲ
テ
ィ
料
理
の
本
場

ポ
ロ
Ｉ
ニ
ャ
・
フ
ィ
レ
ン
ッ
エ
地
方

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番
古
い
大
学
を
持

つ
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
や
、
世
界
で
一
番
美
し

い
町
と
言
わ
れ
て
い
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

地
方
は
、
食
通
と
し
て
も
有
名
で
す
。

ス
パ
ゲ
テ
ィ
に
欠
か
せ
な
い
パ
ル
ミ
ザ

ン
チ
ー
ズ
も
こ
こ
で
作
ら
れ
、
日
本
で

ミ
ラ
ノ
風
と
言
わ
れ
て
い
る
ミ
Ｉ
ト
ソ

ー
ス
を
か
け
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
料
理
は
、

こ
の
地
方
が
本
場
で
す
。

活
力
あ
る
味
・
□
ｌ
マ
風

〃
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
じ
る
〃

と
の
言
葉
通
り
、
ロ
ー
マ
は
料
理
も
イ

タ
リ
ア
の
す
べ
て
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
肉
な
ら
骨
の
髄
ま
で
食

べ
ら
れ
る
も
の
と
か
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
に

か
け
る
ソ
ー
ス
も
ベ
ー
コ
ン
や
と
う
が

ら
し
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
活
力
あ
る
も

の
が
ロ
ー
マ
風
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
ピ
ッ
ザ
の
ふ
る
さ
と

ナ
ポ
リ
地
方

ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
ピ
ッ
ザ
の
ふ
る
さ
と

ナ
ポ
リ
地
方
は
、
有
名
な
ナ
ポ
レ
タ
ー

ナ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
方
は
イ
タ
リ

ァ
で
も
比
較
的
貧
し
い
農
・
漁
村
が
多

く
、
昔
か
ら
そ
の
貧
し
さ
を
補
う
よ
う

な
料
理
が
工
夫
さ
れ
、
代
々
そ
れ
を
受

け
つ
い
で
き
た
よ
う
で
す
。
お
も
し
ろ

い
こ
と
に
そ
の
あ
っ
さ
り
し
た
味
つ
け

が
一
番
日
本
人
好
み
か
と
思
い
ま
し
た
。

シ
チ
リ
ア
島
の
甘
～
い
お
菓
子

行
政
の
面
で
も
独
特
で
あ
る
シ
チ
リ

ア
島
は
、
料
理
に
も
目
を
見
張
る
よ
う

な
特
徴
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
中

で
も
色
彩
も
あ
ざ
や
か
で
果
物
の
形
を

し
た
小
さ
な
小
さ
な
お
菓
子
や
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
豪
華

さ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
す
ご
い
甘
さ
に
は
、

い
く
ら
太
っ
て
も
よ
い
と
い
う
覚
悟
が

な
け
れ
ば
二
度
と
手
は
出
せ
ま
せ
ん
。

食
生
活
を
重
視
す
る

イ
タ
リ
ア
人

総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア

人
は
食
べ
る
こ
と
を
と
て
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
妄
フ
。
ス
ー
プ
の
か

わ
り
に
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
山
ほ
ど
食
べ
、

そ
の
あ
と
肉
や
魚
を
、
パ
ン
を
食
べ
な

が
ら
、
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
で
お
し
ゃ
べ

り
で
枯
れ
た
の
ど
を
潤
し
つ
つ
、
二
～

三
時
間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
甘
い
／
、
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
終
わ
り
に
す
る
の

で
す
が
、
イ
タ
リ
ア
人
は
食
べ
る
た
め

に
働
く
と
言
う
の
も
過
言
で
は
な
い
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
食
生
活
が
、
イ
タ

リ
ア
の
声
量
豊
か
な
オ
ペ
ラ
を
育
て
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
つ
づ
く
）

）
“
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ｑ
『
三
二
匹
三
一
二
唾
呂
】
写
『
ニ
ニ
ニ
宅
邑
竺
三
直
皇
二
一
『
二
二
三
正
『
三
一
二
亜
■
三
一
二
ｑ
国
一
二
唾
凸
呂
呂
■
【
一
三
字
ｑ

呂
呂
・
■
二
二
三
匪
凸
一
二
睡
一

桃
太
郎
の
誕
生
に
は
「
果
生
型
」
と

「
回
春
型
」
が
あ
る
。
桃
太
郎
が
川
を

流
れ
て
き
た
桃
の
実
か
ら
生
ま
れ
た
と

す
る
の
が
「
果
生
型
」
で
あ
る
。
爺
と

婆
と
が
桃
の
実
（
仙
果
）
を
分
け
て
食

べ
た
ら
、
若
返
っ
て
桃
太
郎
を
生
ん
だ

と
す
る
の
が
「
回
春
型
」
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
「
回
春
型
」
の
話
が

み
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
が
原
型
か
判
定

で
き
な
い
と
い
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
「
桃
」
に
は
、
邪
鬼
を
払
う
魔
力

岡
三
二
円
三
二
時
二
三
■
一
三
一
■
三
三
円
二
三
■
三
三
■
’

三
■
二
三
目
三
二
臣
二
三
長

三
一
■
三
睾
閏
三
二
旨
二
三
■
二

高萩②昔話と

民俗

桃太郎昔話

（2）

寒風の中を力走志田
＝一

男＝■．

同子
一

一
月
二
十
六
日
日
、
第
十
一
回
新
春
男
子
〕
①
川
崎
義
行
②
米
川
武
③
沼

高
萩
市
民
マ
ラ
ソ
ン
が
、
約
三
百
五
十
田
静
雄

人
の
参
加
者
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
ｍ
の
部
〔
高
齢
者
男
女
〕
①
佐
川

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
寒
風
の
中
に
功
②
佐
藤
良
平
③
大
森
隆
夫
〔
一
般

も
か
か
わ
ら
ず
、
元
気
な
力
強
い
走
り
女
子
〕
①
山
川
恵
美
子
②
林
宏
美
③

を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
鈴
木
美
香
〔
オ
ー
プ
ン
女
子
〕
①
森

尚
美
②
鈴
木
仁
子
③
桑
名
京
子
〔
中
学

甲
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
●
■
■
◆
■
■
■
■
■
■
■
■
■

成
績
（
敬
称
略
）
男
子
〕
①
高
木
喬
②
柴
田
伸
一
③
佐

藤
匡

Ⅶ
、
の
部
〔
一
般
男
子
Ａ
〕
①
小
野
２
ｍ
の
部
〔
親
子
〕
①
板
垣
正
義
・

正
人
②
弓
野
和
男
③
小
沼
博
〔
一
般
了
司
②
矢
口
典
雄
・
伴
和
③
高
橋
伊
佐

男
子
Ｂ
〕
①
長
岐
治
雄
②
山
川
一
次
③
男
・
顕
治
〔
小
学
生
〕
①
坂
本
晴
央
②

鈴
木
一
利
〔
高
校
男
子
〕
①
鈴
木
健
福
田
浩
丈
③
茂
木
俊
勝

②
金
成
秀
敏
③
酒
井
昌
平
〔
オ
ー
プ
ン

田
一
三
一
閏
一
三
一
■
三
一
一
■
｜
三
田
一
一
三
畠
三
一
一
■
｜
三
田
’
一
三
閏
三
一
一
受
二
三
贋

一
三
受
一
三
一
昌
三
一
員
一
三

頁
二
三
■
一
三
一
蘭
二
三
質
三
一
一
員
三
一
一
■
’
三
一
■
一
一
三
異
一
一
三
■
二
三
■
一
一
三
因
三
一
一
員
二
三
■
三
一
一
暫
菫
一
局
一
一
三
■
’
’
三
■
’
三
一
■
’
’
三
■
三
一
一
国
一
三

翫川

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
イ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
唾■Ⅱ

ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
黄
泉
（
よ
み
）
の
馴

川四

国
を
訪
れ
た
と
き
、
桃
の
実
二
一
個
を
投
ｑ
尋
常
小
学
読
本
（
明
治
一
一
十
年
）
廟

げ
て
危
難
を
の
が
れ
た
と
か
、
追
傑
（
つ
に
み
え
る
桃
太
郎
副琢Ⅱ

い
な
）
の
式
に
殿
上
人
（
で
ん
じ
よ
う
川

び
と
）
が
桃
の
木
で
作
っ
た
弓
で
芦
の

矢
を
射
て
鬼
を
払
う
と
か
、
三
百
歳
の

長
寿
を
保
つ
桃
花
酒
と
か
、
桃
源
郷
と

か
、
桃
の
神
秘
性
が
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
。

桃
は
人
体
の
モ
モ
（
股
）
で
あ
る
と

唾

か
、
女
陰
を
象
徴
し
た
と
い
う
話
が
古
幽

く
か
ら
あ
る
。
「
果
生
型
」
の
場
合
で

も
、
音
の
同
じ
な
「
モ
モ
」
の
か
け
言

葉
と
み
る
説
も
あ
る
。
だ
か
ら
桃
Ｉ
女

陰
と
み
る
説
が
桃
太
郎
誕
生
の
原
型
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
桃

太
郎
ぱ
な
し
が
、
子
供
を
対
象
と
し
て

語
ら
れ
る
と
き
に
は
「
果
生
型
」
を
と

巽
一
軍
肯
器
融
鴇
輯
局

ー



〃匹司

か
る
も
の
と
中
年
以
降
の
肥
満
型
の
人

が
か
か
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
後
者

尿
に
糖
が
出
た

の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。
こ

職
場
や
住
民
健
診
の
場
な
ど
で
、
尿
の
多
く
を
占
め
る
糖
尿
病
に
な
ら
な
い

に
糖
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
た
か
た
は
、
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
「
食
べ
す
ぎ
」

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
「
飲
み
す
ぎ
」
「
運
動
不
足
」
に
な
ら
な
い

毎
年
、
市
で
実
施
し
て
い
る
一
般
健
こ
と
で
、
要
は
「
肥
満
」
防
止
に
注
意

康
診
査
で
も
、
尿
に
糖
が
出
る
か
た
は
、
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

け
つ
こ
う
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
食
べ
す
ぎ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
余

糖
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
分
に
体
を
動
か
す
よ
う
に
心
が
け
た
い

糖
尿
病
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
尿
も
の
で
す
。
ま
た
、
年
に
一
度
は
、
健

に
糖
が
出
て
い
て
も
、
精
密
検
査
を
受
康
診
断
を
受
け
、
定
期
的
に
自
分
の
健

け
た
結
果
、
糖
尿
病
で
は
な
い
と
い
う
康
を
チ
エ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

例
も
あ
り
ま
す
。
で
も
油
断
は
禁
物
で
し
ま
し
ょ
う
。

こ んにちは

保健婦で・す

す
。
そ
れ
は
、
血
の
つ
な
が
っ
た
身
内

Ｇ

⑦
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る
と
か
、
女
性
の

に
糖
尿
病
の
人
か
い
る
と
か
、
女
性
の

蟻

わ～い、スキーができるぞ／

君田小学校

中
で
四
姥
以
上
の
大
き
な
赤
ち
ゃ
ん
を

生
ん
だ
こ
と
の
あ
る
か
た
な
ど
を
含
め

て
へ
近
い
将
来
、
糖
尿
病
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

糖
尿
病
に
は
、
子
ど
も
や
若
い
人
が
か

2月中に降った2回の大雪、君田地区

では、約30cmほど積もりました。この雪

を利用した臨時のゲレンデが君田小学校

校庭に登場、児童たちは、楽しそうにス

キーやそり遊びに興じていました。
画〆

二
月
十
四
日
㈱
、
高
浜
集
会
室
に
、
高
萩
協
同

病
院
の
佐
藤
勝
久
先
生
を
迎
え
て
、
「
胃
の
病
気
と

治
療
」
に
つ
い
て
の
健
康
教
育
が
開
か
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
南
松
寿
会
の
み
な
さ
ん
が
た
な
ど
、

約
六
十
人
が
参
加
、
先
生
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

健康相談の一部変更のおしらせ

現忍市民セン‘ターで行っている保

健婦Iざ壁る健康浦談が61隼烈:胃から , ｣ 』
下記のとおり一部変更になります。

（変更前） （変更後）
●毎週土曜日 ・毎週土曜日
､い午前91時需血時:川; い…”午前9時声11時”
・毎月第1水曜日 〈従来通り）
午後1時～3時 ・中止

（相談内容）

血圧測定, 尿検査, 身体測定, ，味噌

汁の塩分測定，育児相談，僅康に関す
る相談など。

※今後とも， ご利用ください。

先
生
が

地
域
に
出
向
い
て
健
康
教
育

（
）

優
良
子
ど
も
会
等
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
高
萩
市
か
ら
は

次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

☆
優
良
子
ど
も
会

土
岳
子
ど
も
会

☆
優
良
子
ど
も
会
育
成
会

石
河
原
な
か
よ
し
子
ど
も
会
育
成
会

☆
優
良
子
ど
も
会
指
導
者

飯
塚
清
美
（
島
名
）

☆
優
良
子
ど
も
会
育
成
者

小
林
勝
弘
（
本
町
）

鶏 ■
■
軒
轟
一

＃
縣電鍔

←ｰ

麗愈
鷲

､
会脅威逢舎姿茨罐泉蕊& 露簿べ 1

、

二
月
十
六
日
⑧
、
笠
松

運
動
公
園
周
辺
コ
ー
ス
、

五
十
一
伽
で
行
わ
れ
た
六

十
年
度
県
民
総
合
体
育
大

会
駅
伝
競
走
大
会
の
市
町

村
の
部
で
高
萩
市
チ
ー
ム

が
、
み
ご
と
二
時
間
五
十

二
分
十
四
秒
の
タ
イ
ム
で

優
勝
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

選
手
名
板
垣
正
義
（
監

督
）
、
小
野
正
人
、
弓
野
勝

男
、
小
原
靖
覗
小
沼
博
、

▲
山
川
一
次
、
鈴
木
守
、〈

云蕊，蝉『

1⑪



四
月
か
ら

福
祉
手
当
が
変
わ
り
ま
す
ノ
．

国
民
年
金
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
従

来
の
福
祉
手
当
が
特
別
障
害
者
手
当
等

に
変
わ
り
ま
す
。
従
来
の
福
祉
手
当
は

六
十
一
年
の
三
月
で
終
わ
り
ま
す
。
現

在
の
福
祉
手
当
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
で
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は

至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限
三
月
三
十
一
日
ま
で

特
別
障
害
者
手
当
等
は
、
四
月
か
ら

○
特
別
障
害
者
手
当

○
障
害
児
福
祉
手
当

○
経
過
的
福
祉
手
当

…

侮言了 亨云 、

もう加入されましたか？

県民交通災害共済
まだ手続きの済んでいないかたは，市役所市民相談室までお

申し込みください6 壷23-2111内線214～
L ､ 〃

平
に
伸

び
て
見

》
え
る
と

い
わ
れ

て
い
ま

￥
４
／
○

七
十
六
年
に
一
度
し
か
見
ら
れ
な

い
ハ
レ
ー
す
い
星
が
、
三
月
中
旬
と

四
月
上
旬
ご
ろ
に
最
接
近
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
三
月
中
旬
ご
ろ
は
、
地
平
線
に
か

な
り
近
い
と
こ
ろ
を
通
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

・
四
月
上
旬
ご
ろ
は
明
け
方
の
二
時

か
ら
三
時
ご
ろ
で
、
尾
は
低
く
、
水

＃
ハ
レ
ー
す
い
星
を

観
測
し
て
み
ま
せ
ん
か

すい星のからだ

口
の
三
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

精
神
、
ま
た
は
、
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
二
十
歳
以
上
の
人
、
施
設
に
収

容
さ
れ
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
、
障
害

基
礎
年
金
に
該
当
し
な
い
人
に
対
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

冠
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
三

田
畑
の
枯
草
焼
却
に

ご
注
意
を
ノ
．口

I

こ
れ
か
ら
は
、
田
畑
の
枯
草
等
の
焼

ハレーすい星の動き
天頂

●
３
月
１
日
午
前
５
時
こ
ろ

●
３
月
相
日
午
前
４
時
ご
ろ

●
４
月
１
日
午
前
３
時
こ
ろ

●
４
月
旧
日
午
前
２
時
こ
ろ

ー

却
作
業
に
伴
い
、
火
災
発
生
が
起
き
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
す
。
必
ず
、
消
火
用
具
等

（
水
、
バ
ケ
ツ
、
ス
コ
ッ
プ
、
カ
マ
）

を
準
備
し
、
充
分
注
意
の
う
え
実
施
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ｌ
高
萩
消
防
署
１

青
年
ふ
れ
あ
い
塾
の

参
加
者
募
集
／

高
萩
青
年
会
議
所
で
は
、
地
域
の
青

年
た
ち
が
共
に
学
び
、
共
に
語
り
、
人

と
の
め
ぐ
り
あ
い
を
通
し
て
、
自
分
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
年
ふ
れ
あ

道路の通行禁止制限実施のおしらせ

一般県道高萩塙線橋梁架換工事街路高戸上手綱線立体

交差工事を，次により実施します。

つきましては，工事期間中「車両通行止（工事内容に伴

い，一時期間全面通行禁止あり｡)」 となり，大変ご迷惑を

おかけしますが． ご協力をお願いします。

い
塾
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
資
格
二
十
歳
～
三
十
五
歳
の
青

年
男
女
（
既
婚
、
未
婚
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

学
習
内
容
①
講
演
会
…
富
山
英
明
先
生

ロ
ス
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
③
学
習
会

募
集
人
員
三
十
名

受
講
料
無
料

募
集
締
切
三
月
二
十
日
㈱

開
催
日
時
四
月
～
十
月
（
月
一
回
）

全
九
回
、
第
三
水
曜
日
、
午
後
七
時
～

九
時
（
原
則
と
し
て
）

申
込
先
鈴
木
重
穂

一

※工事予定期限昭和63年3月31日まで

付近見取図

I"v｡ n消防署

I

高萩警察署

●

国道6号

至磯原

至日立商萩駅

健
康
と
奉
仕
の

野
外
活
動
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

～
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集
～

募
集
対
象

・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
小
学
二
年
～
五
年

・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
小
学
六
年
～
中

学
三
年

申
込
期
限
三
月
二
十
日
㈱

申
込
先
鈴
木
朝
夫

壷
二
二
’
三
八
九
一

車両濡止§

底
バス停

｢桝形」

局
萩
郵
便
局

合

二

二

三

六

●高萩市役所

迂回路 常
陽
銀
行

※詳しくは， 高萩土木

事務所(電話22-2175）

へおたずねください。

高萩土木

事務所
小島団地

11



と
き
五
月
三
日
、
四
日
、
五
日

（
四
日
が
民
泊
）

参
加
者
在
京
大
学
に
在
学
の
外
国
人

日曜当番医民
泊
家
庭
を
募
集
し
ま
す

第
十
二
回
高
萩
国
際
交
流
の
集
い

’ 石病院｜東本町3月23日 23－1711

3月30日 ｜飯島医院大凧 22-2235

4月6日 ｜滝川医院 春日町 23-3100

22－2697白玉医院 東本町
4月13日

卜王医院 卜王町 32-3266

4月20日 諸原医院 古一
｢両］ 戸 23 3113

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

留
学
生
（
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
人
た
ち
で
、
日
本
語
の

日
常
会
話
が
で
き
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
）

民
泊
内
容
宿
泊
料
は
無
料
で
お
願
い

し
ま
す
。
食
事
は
ふ
だ
ん
の
家
庭
料
理

で
け
つ
こ
う
で
す
。
用
意
す
る
食
事
は
、

五
月
四
日
の
昼
食
、
夕
食
、
五
日
の
朝

食
、
昼
食
の
四
回
で
す
。

※
希
望
す
る
家
庭
は
、
三
月
二
十
五
日

㈹
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

念
二
三
’
一
二
一
二
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

○
君
田
中
学
校

五
千
九
百
七
十
円
社
会
福
祉
へ

○
高
橋
伴
子
・
敏
一
さ
ん

三
万
五
百
九
十
八
円
社
会
福
祉
へ

○
武
藤
ア
キ
さ
ん
遺
族
安
良
川

一
万
七
千
六
百
五
円

香
典
返
し
の
一
部

へ
第
十
二
回
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
一

一
実
行
委
員
へ
ミ

善
意
あ
り
が
と
う

ー

‘
ヨ
申
込
期
間
三
月
二
十
日
㈱
か
ら
三
十

硬

一
日
㈲
ま
で

※
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
お

と
き
四
月
十
日
㈱
、
十
一
日
勘
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

十
五
日
㈹
、
十
六
日
附
、
十
七
日
附
、
念
二
三
’
二
五
五
二

十
八
日
勘
、
二
十
二
日
㈹
、
二
十
三
日

硬式テニス教室の

生徒を募集します

○
子
ど
も
映
画
会
（
第
二
土
曜
日
）

蹄
－
４

三
月
八
日
出
午
後
二
時
三
十
分
～
口
帯

デ
…
融
津
汀

ア
ニ
メ
「
く
ず
の
葉
ぎ
つ
ね
」

ア
ニ
メ
「
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
」

。
●
令
◆
◆
●
。
●
●
。
●
●
①
◆
。
◆
争
①
◇
◆
●
◆
●
●
●
●
や
①
◆
◆
●
。
◆
申
◆
●
●
◆
●
■
●
。
◆
。
。
●
●
①
◆
◆
●
◆
●
●
◆
●
申
令
争
①
●
◆
●
◆
●
●
◆
●
。
。
。
①
◆
由
●
●
今
●
Ｇ
●
●

●
◆
●
。
◆
◆
の
◆
等
◆
●
◆
●
①
◇
●
◆
●
◆
●
●
◆
●
◆
◆
●
今
◆
●
①
◆
◆
◆
。
◆
●
●
●
◆
や
◆
●
心
。
中
◆
◆
◆
今
●
●
●
●
●
凸
。
●
●
◆
●
◆
今
ゆ
●
●
◆
■
。
◆
①
◆
●
◆
◆
◆
◆
●
●
◆
◆
◆

●
。
●
◆
◆
◆
●
●
ゅ
●
●
●
●
●
●
も
り
。
Ｃ
◆
◆
●
●
。
●
●
◆
。
①
今
◆
令
●
◆
●
ｅ
申
。
◆
●
◆
◆
◆
●
◆
◇
舎
凸
も
、
○
◆
●
●
●
●
●
◆
●
◆
。
◆
●
◆
●
◆
◆
●
◆
●
①
◆
◆
◆
●
●
◆
●
●
●
●

▽
今
●
●
●
●
●
凸
。
●
●
◆
●
◆
今
ひ
●
●
◆
■
。
◆
①
◆
●
◆
◆
寺
◆
●
●
◆
◆
◆

騒辮繍蟻蕊*
辮緊

市
立
図
書
館
で
は
、
幼
児
・
児
童
を

対
象
に
次
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
無
料
で
す
。

○
鈴
木
成
一
さ
ん
有
明
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

園
寄
贈
・
中
央
公
民
館
へ

○
鈴
木
昭
彦
さ
ん
大
和
町

風
炉
、
釜
一
式
（
茶
道
用
）

噛

韻

・

副

’

４

１

１

額

Ｊ

１

４

４

１

４

４

４

１
４

寸４‐

’４９４‐Ｊ◆一一◇

図
書
館
伝
言
板
一

◆
◆
今
。
●
◆

伽
、
二
十
四
日
耐
、
二
十
五
日
③
の
十

日
間
、
午
前
九
時
～
十
一
時

と
こ
ろ
高
浜
運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
容
初
心
者
テ
ニ
ス
入
門

・
基
本
的
な
ス
ト
ロ
ー
ク

・
ゲ
ー
ム

対
象
者
一
般

募
集
人
員
二
十
名

参
加
費
二
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
。
）

○
お
り
が
み
教
室
（
第
三
土
曜
日
）

三
月
十
五
日
出
午
後
二
時
三
十
分
～

○
お
は
な
し
会
（
第
四
土
曜
日
）

三
月
二
十
二
日
出
午
後
二
時
三
十
分
Ｉ

「
高
萩
の
昔
話
と
紙
芝
居
」

識欝鐙鍵鐸蝉孵擬溌駕鍛蝉鑑溌識鱒撫鱸無勢鐵蕊蕊溌蕊患
著

～人口と世帯～ ＃
驚
蕊

鴬

前月比 ：
篤

口 34，068 （＋26） ；
鴬

16,745 (+16) ;

】7，323 （+10） ：
§

10, 176 (+3) :
岩

市一

（
｝

(昭和61年2月1日現在） ：
静
間串

撚騨鍛鍾篭瀦鐸錘篭鐇罐蝿報溌鐸溝誌蝿[鍾藷鐸斑辮濟蜂識蝉篭蝿譲燕蕊録霊鑑識'A…

〆
、

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷

耆
店
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上

島
名
ね
も
と
、
高
浜
や
お
け
ん
、

野
木
商
店
、
日
立
市
民
会
館
、
ピ

ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

丑
二
三
’
七
四
一
一

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★

宮
沢
明
子

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

と
き
三
月
二
十
三
日
⑧

午
後
二
時

入
場
料
Ａ
席
一
、
八
○
○
円

Ｂ
席
一
、
三
○
○
円

入
場
券
発
売
中
／

ぶ
ゐ
か
か
い
か
ん

も
よ
お
し
も
⑳

、 ノ

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－ 1悪


